
 

 

 

 

 

今回のみみだよりは、「夏の補聴器管理・人工内耳の管理」「玉川先生による自立活動の紹介」「難

聴児補聴器購入助成制度事業」をお伝えします。 

 

 

 

 

 

気温が上がり、汗をたくさんかく季節。大切な補聴器や人工内耳の故障を予防するために、普段

からの適切な管理が不可欠です。補聴器・人工内耳の管理について改めて確認していただけたらと

思います。 

①補聴器・人工内耳の汗対策 ※汗をかくと、補聴器・人工内耳に汗がつき、内部に入ると故障の原因になります。 
 ●汗をふき取る 

  汗をかいた後は必ず、耳の後ろの汗をふきましょう。補聴器・人工内耳についた汗も、乾いた布で 

拭き取りましょう。 

●乾燥させる 

  使わない時は乾燥ケースに入れて保管しましょう。 

  ※電池は取り出し、電池ドアを開けたまま入れましょう！ 

●カバーを使う 

  補聴器や人工内耳用のカバーをつけることも有効です。布のカバーの場合、カバーが濡れたら、カ

バーを外すか乾いたカバーに替えるようにしましょう。 

（濡れたカバーをそのままつけておくと、大変な湿気の中に補聴器を入れていることになり、カバーを使う意味がなくなって 

 しまいます。） 

  ※電池に汗がつくことで、電池室が錆びることがあります。電池もきれいにしておきましょう。 

 

②補聴器・人工内耳のお手入れ 

 ●本体 

  汚れは、乾いた布等で拭き取ります。 

●イヤモールド 

  表面の汚れはティッシュ等で拭き取ります。イヤモールドの中は、綿棒や歯間ブラシ、ティッシュ

をこよりにしたものを使って汚れや水分を取り除きます。 

 定期的に水洗いをしましょう。水洗い後は、チューブの中にたまった水をすべて吹き飛ばし、まだ 

残っている場合は、綿棒やティッシュをこよりにしたものを使って取り除きます。 

表面はタオル等でふき、しっかりと自然乾燥させましょう。 

 

 

 

 

 

み み だ よ り 
松江ろう学校 支援部 

№ R３－２ ２０２１．７．２０ 

夏の補聴器・人工内耳の管理 



 

 

本校では、玉川先生による専門的な指導助言を受けながら、 

聴覚障がいに関わる自立活動の指導の充実に努めています。 

事前に、担任や授業担当教員が玉川先生と指導内容等について 

相談し、授業に臨んでいます。指導内容としては、補聴器・ 

人工内耳のしくみや補聴援助システム、自分のきこえに関 

すること、発音や言語、コミュニケーションに関すること、 

進路に関すること等、お子さんの状況やニーズに合わせて多

岐にわたります。 

 

 

 

 

日常生活の中で、相手の伝えようとしていることがわからなかったり、自分の伝えたいことが相

手に思うように伝わらなかったりすることがあると思います。この授業では、自分が手話で話す様

子を動画に撮り、それを見て、自分の伝えたいことが相手に伝わっているかという視点で考えてい

きました。自分の手話表現を客観的に見ることで、「手話が早くてわかりにくいから、ゆっくりす

るといいかも。」「手や指の向きが曖昧でわかりにくい。」という生徒自身の気付きにつながりまし

た。例えば、指文字の「ひ」と「そ」の表現は人差し指の向きが違うだけなので、向きが曖昧にな

ると、どちらを表現しているのか読み取れないことがあります。このように、「相手が見てわかり

やすい手話で話すことを意識することが大切であり、それが、‟相手のことを考えて”話すことで

ある。」と玉川先生からお話がありました。 

この授業を通して、手と心でつながり、お互いがわかり合えるために、相手のことを考えたコミ

ュニケーションを心がけていきたいと再認識することができました。 

 

 

 

★イヤモールドの交換が助成対象に★ 

障がい者手帳の対象とならない、軽度・中度の難聴児の補聴器購入費用が助成される制度につい

て、これまで助成の対象は、5 年毎の新たに補聴器を購入する経費（イヤモールド代も含む）のみ

で、イヤモールドの交換は対象となりませんでした。しかし、令和３年４月１日より、イヤモール

ドの交換が 1 年以上の使用で助成の対象となりました。 

〇新たに加わった内容 

（島根県難聴児補聴器購入助成事業実施要領 参照） 

https://www.pref.shimane.lg.jp/medical/fukushi/syougai/ippan/kentanhochoki.html 

障がい福祉課  〒690-8501 島根県松江市殿町 2 番地（第二分庁舎１階） 

Tel:0852-22-6526 Fax:0852-22-6687  E-mail syougai@pref.shimane.lg.jp 

助成対象 １台あたりの基準価格 耐用年数 備考 

イヤモールド交換 9,000 円 １年 
新規購入及び更新から 

１年以内の交換は対象外 

島根県難聴児補聴器購入助成制度事業 

玉川先生による自立活動の紹介 

中学部の授業～気持ちのよいコミュニケーションが取れるために大切なこと～ 

本校の多くの子どもたちの聴力検査、人

工内耳の調整、リハビリテーション等に

携わっておられます。 

鳥取大学医学部附属病院  

リハビリテーション部 

玉川友哉先生 


